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④共同追究前半（解法の比較検討）


「２ｘ＋５は、これ以上計算できないのかな？」


→「　　　　　　　　　　 　　　という意味だから、まとめることはできない。」


　　「ｘ＝3とすると，式の値は１１。７ｘとすると２１。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・項に分けて，文字の項同士，数の項同士で計算すればよい。


・「文字の項」と「数の項」をまとめることはできない。





④共同追究後半（思考を深める）


「8ｘ＋4－6ｘ＋1＝8ｘ＋6ｘ－4＋1　としてはいけないのかな？」


→「項で考えないと，加法と見ることができないから，計算の順序を変えることはできない。」





③個人追究:図や式をもとに，文字の式の意味を説明する。





②学習課題:図に表したり文字に数を代入したりして，自分の計算結果を説明しよう。





②見通し:8ｘ＋4を12ｘとしてよいのか，はっきりしない。


→式の意味を図に表したり，代入したりして判断しよう。




















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・式の意味をよみ，図や言葉などで表現できる。


・項と係数の意味が分かり文字の項のみの一次式の計算ができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・文字の式や，代入して求めた式の値から，文字の式が表す数量をよみとる学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・文字の項と数の項を同時に処理する経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・式の意味をよみ図に表現して結果を見返したり，文字に数を代入して帰納的に検討したりする学習をしている。





⑥定着･活用問題


・次の計算をしましょう。


(1) 6ｘ＋4＋3ｘ　　　　(2) －5ｘ＋7＋4ｘ


(3) 2ｘ－8－4ｘ＋7　 　(4) 12ｙ－5＋3ｙ－2


・2＋3ｘ＝5ｘ　としてよいか説明しましょう。





≪学習問題≫


8ｘ＋4－6ｘ＋1　を計算しなさい。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・文字の項と数の項をまとめることができない理由を，単位量（基準量）のちがいや＝（等号）の意味から考える場面に焦点化して学習課題として設定したい。


・共同追究では，項の意味について，具体的に数や文字を入れ替えた場合を扱い，項としてのまとまりを意識できるようにまとめたい。








